
中国電信 (チャイナ・テレコム )、Attachmate の Reflection X を採用

中国電信集団公司 (China Telecommunications Corporation) は、世界最大
規模を誇る電気通信とブロードバンドのサービスプロバイダです。中国中央政
府の管理下にある同社は従業員 67 万人を擁し、有線音声、携帯音声、デー
タ、ビデオ、マルチメディアなどの遠隔通信および情報サービスを提供してい
ます。

中国電信は、世界最大の固定電話網に加え、2 億 800 万の有線アクセス回線、
4400 万人のブロードバンド加入者、さらに携帯電話加入者は 2800 万人に達
する勢いと、圧倒的な数字を誇っています。

3G携帯サービスに対応する最新のインタフェースとより 
強力なセキュリティ 
2009 年 1 月、中国電信は中国政府より CDMA2000 3G ライセンスを取得
しました。3G 携帯サービスの導入に着手して以来、中国電信ではネットワーク
も著しく複雑化しています。3G 携帯サービスに乗り換える顧客が急増した上、
今までにない数のアプリケーションが複数のプラットフォームで実行されるよう
になったからです。このため、ネットワーク管理とデータセキュリティの見直しが
最重要事項となりました。

「それまで我々が使用していたネットワーク管理ツールは時代遅れのもので
した」と中国電信のエンジニア、チェン・ガン氏は述べています。「レスポンス
タイムが長く、UNIX ホストや ANSI 端末の複雑なデータをグラフィック表示す
ることができませんでした。そのため、3G 携帯サービス関連の問題を即座に
解決することを、お客様に対して必ずしも保証することができませんでした」。

また、セキュリティも頭の痛い問題でした。中国電信では Windows のフロント
エンドシステムに FTP や Telnet を併用して、ホストデータにアクセスしていま
した。チェン氏はさらに、「元来 FTP と Telenet が安全性の面で問題があるこ
とを考えると、このプロセスのセキュリティを強化し、顧客データの保護を向上
させる余地は十分にありました」と述べています。

中国電信が必要としていたのは、データセンターの管理者がすばやくハンズフ
リーでホストデータにアクセスでき、ファイル転送に関するセキュリティを向上
させることによって、ネットワーク管理を容易にする、一体化型ソリューションで
した。最終目標は顧客サービスの向上でした。
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まとめ

課題
中国電信では、新たに認可を受けた 3G 携帯
サービスの導入にあたって大幅なネットワーク
のアップグレードの必要性が生じ、UNIX ホスト
へのアクセスに使用する低速で時代遅れのシス
テムを交換する必要にせまられました。

ソリューション
Reflection X の特長 :
• グラフィカルユーザインタフェース (GUI)
• デスクトップとホスト間の安全な通信
• 複数の機能を 1 つのソリューションに統合

成果
• 生産性の向上
• 顧客データの安全性の向上
• ソフトウェア経費の削減 
• 顧客サービスの改善

顧客事例

一体型ソリューション
中国電信は、Windows ベースのデータセン
ターを UNIX ホストに接続する方法をいくつも検
討しました。しかしながら、そのようなニーズを満
たす製品は、Attachmate の Reflection® X しか
ありませんでした。「Reflection X 以外に、当社
のニーズをすべて満たすような柔軟性を備えた
製品はほかにありませんでした」とチェン氏は語
ります。「高速アクセス、さらに強化されたセキュリ
ティ、X11R6.9 標準 Windows システム対応、
そしてブラウザベースの管理ツールとの統合性。
Reflection X はすべてを実現する製品です」。

Reflection X では、強力な PC X サーバ、VT 端
末エミュレータ、安全な FTP クライアントによっ
て、UNIX ベースのホストアクセスに欠かせない
ニーズを幅広くカバーしています。この多目的ソ
リューションにより、デスクトップショートカットを
使用して、グラフィカルな UNIX アプリケー
ションを簡単に起動することができます。Windows 
アプリケーションの柔軟性はそのままに、
Windows と UNIX 間でテキストとイメージのコ
ピーと貼り付けもできます。

Reflection X は、PCI 監査、SOX 法、HIPAA、
バーゼル II の指令に準拠に必要な、内部および
外部のセキュリティ要件を満たすよう設計されて
います。また最新の SSH、SSL/TLS、Kerberos 
暗号化と認証技術を搭載し、さらに、FIPS 140-2 
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の検証を受け、セキュリティ基準である DoD 
PKI の認定も受けています。これらは米国政
府の最も厳格なセキュリティ標準規格です。

中国電信は国内の 10 のデータセンターで 
Attachmate のソリューションを導入しまし
た。その結果、管理者は PC ワークステー
ションと ANSI 端末から、X ウィンドウ環境と
ホスト情報に簡単にアクセスできるようにな
りました。

時間とコストの削減
Reflection X は、PC X サーバ、VT 端末エ
ミュレータ、安全な FTP クライアントを、1 つ
の配布パッケージにまとめた製品です。中国
電信は Reflection X の広範な機能を活用し

ています。チェン氏によると、「Reflection X が 1 つのソリューションで当社の
ニーズすべてに応えてくれたおかげで、ソフトウェアの購入費が削減できまし
た」とのことです。「他社の製品ではこれほどの機能性を期待することはでき
ません」。

しかも、Reflection X では、他社製品とは比較にならない速度と精度で、グラ
フィックと 3D の X アプリケーションを表示できます。おかげで従業員の生産性
も向上したとチェン氏は報告してくれました。「Reflection X の導入によってリ
ソースに余裕ができ、その分をビジネスの他の面、たとえば 3G 携帯サービス
の改善などに回すことができました」。

Reflection X では、機密データの保護だけ
でなく、高度なファイル転送能力によって
時間、すなわちコストを節減することができ
ます。「Reflection X では、ドラッグ & ドロッ
プ、コマンドラインを使用する方法以外に、
FTP、FTP/S、SFTP などの幅広いプロトコ
ルを利用できる API ファイル転送インタ
フェースを使用して、自動ファイル転送を行い
ます。

円滑な導入
中国電信は Attachmate との緊密な協力に
より、Reflection X を円滑に導入することが
できました。また、Reflection X の最大限の
活用も目指していました。チェン氏によると、
インストール時には Reflection X に搭載さ
れた構成ウィザードとテンプレートが効力を
発揮したということです。「1 人のエンドユー
ザのためのインストールに 1 分もかかりま
せん。これにはうちの IT 部門もたいへん満
足しています」。

「Reflection X の性能と、その結果として時
間と経費を節約できたことにとても喜んでい
ます。数か月以内に、Reflection のライセン
スを買い足す予定です」。
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「Reflection X が当社の
すべてのニーズに 1 つの
ソリューションで応えてく
れたおかげで、ソフトウェ
アの購入費を削減できま
した。他社の製品ではこれ
ほどの機能性を期待する
ことはできません」。

– 中国電信エンジニア 
チェン・ガン氏


